
 

 

 

 

<神社公式ホームページ> https://mitaraijinjya.com/ 

御手洗神社 創建９４０年記念事業 

稚 児 行 列 
 
創建９４０年式年大祭にあわせ、 
稚児行列をおこないます。 
是非ご参加ください。 

 

令和９年３月１４日（日） 
午前９時頃 松岡校区公民館より出発予定 

＜募集期間＞令和９年元旦～２月１５日まで 
＜参加費＞お稚児さんお一人につき１万円 

（衣装一式・手持ち花・記念品他） 
※参加希望の方は、令和９年元旦以降、募集要項・申込書を 
御手洗神社にてお受け取りください。 
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↑御手洗神社公式ホームページや、公式インスタグラム、フェイスブックでも、

ご寄附のご案内を随時発信して参ります。 

<問合せ先> ０９７‐５２０‐１８６３ 
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建
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百
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十
年
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業
� 

一
� 

事
業
内
容
及
び
選
定
理
由 

① 
神
輿
修
復 

こ
れ
ま
で
本
格
的
な
修
復
は
一
度
も
行
な
わ
れ
て
い
な

い
た
め
�
亀
裂
や
損
傷
が
か
な
り
多
く
生
じ
て
い
る
� 

ま
た
�
職
人
激
減
や
資
材
高
騰
に
よ
り
�
費
用
は
今
後
ま

す
ま
す
高
騰
す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
�
こ
の
機
会
に

修
復
を
行
な
い
た
い
�
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
�
た
神
輿
担

ぎ
の
負
担
減
少
の
為
�
少
し
で
も
多
く
の
担
ぎ
手
で
担
げ
る

よ
う
に
�
担
ぎ
棒
を
長
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
� 

 ② 

駐
車
場
整
備 

近
年
�
裏
参
道
鳥
居
周
辺
を
イ
ノ
シ
シ
が
荒
ら
し
�
か
な

り
の
量
の
土
や
岩
石
を
道
路
に
ま
き
散
ら
し
�
後
処
理
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
�
清
掃
管
理
の
面
か
ら
も
�
伸
び
過
ぎ
た

樹
木
は
伐
採
�
剪
定
を
し
て
�
地
面
は
ア
ス
フ
�
ル
ト
化
し
�

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
や
す
い
状
態
に
し
た
い
� 

ま
た
�
駐
車
場
登
り
口
の
傾
斜
が
急
で
あ
る
こ
と
か
ら
�

秋
祭
り
の
山
車
巡
幸
の
際
に
転
倒
事
故
の
恐
れ
が
あ
る
点
�

指
摘
が
あ
�
た
こ
と
も
踏
ま
え
�
登
り
口
の
傾
斜
を
よ
り
緩

や
か
に
す
る
工
事
も
併
せ
て
行
な
い
た
い
� 

 

一
� 

事
業
総
額 

 
 

 

九
六
五
万
円 

平
素
よ
り
当
神
社
護
持
運
営
に
対
し
�
物
心
両
面
に
わ
た
る
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
�
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
� 

当
神
社
は
�
八
幡
総
本
宮
宇
佐
神
宮
よ
り
御
分
霊
を
賜
り
�
寛
治
元
年
�
西
暦
一
〇
八
七
年
�
こ
の
松
岡
の
地
に
鎮
座
致
し
ま
し
た
�

以
来
�
地
域
の
守
り
神
と
し
て
住
民
皆
様
方
か
ら
信
仰
さ
れ
続
け
�
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
令
和
九
年
に
は
�
創
建
九
四
〇
年
を
迎
え
る
事

と
な
り
ま
し
た
� 

近
年
で
は
�
風
鈴
祭
の
実
施
�
月
替
わ
り
ご
朱
印
の
製
作
�
大
分
在
住
画
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
�
シ
�
ン
な
ど
の
諸
活
動
を
当
神
社
ホ
�

ム
ペ
�
ジ
や
S
N
S
で
発
信
す
る
事
に
よ
り
�
様
々
な
地
域
か
ら
の
ご
参
拝
も
頂
け
る
よ
う
に
な
�
て
参
り
ま
し
た
� 

こ
の
際
�
皆
様
方
に
尚
一
層
清
々
し
く
ご
参
拝
頂
け
る
よ
う
境
内
整
備
を
行
な
い
�
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
神
輿
の
修
復
に
も
着
工
し
�

こ
れ
ら
を
以
て
当
神
社
創
建
九
四
〇
年
の
記
念
事
業
と
致
し
た
く
�
皆
様
の
ご
賛
同
を
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
� 

皆
様
方
に
は
�
経
済
的
な
ご
負
担
を
申
し
上
げ
大
変
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
�
是
非
と
も
趣
旨
ご
賛
同
の
う
え
格
別
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま

す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
� 
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意
書
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宮
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挨
拶
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御
手
洗
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宮
司  

豊 

岡 

誠 

一 

山林の減少による食料不足なのか、土

中のミミズ等を狙って毎年数度、イノ

シシが地面を掘り返し、大量の土砂が

道路に落とされる。復旧作業に苦慮し

ている。 

ご奉納から約 150 年経過

した神輿は、これまで大き

な修復の痕跡も無い為、今

回が初の大修復となる。 
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御手洗神社 創建９４０年記念事業 

稚 児 行 列 
 
創建９４０年式年大祭にあわせ、 
稚児行列をおこないます。 
是非ご参加ください。 

 

令和９年３月１４日（日） 
午前９時頃 松岡校区公民館より出発予定 

＜募集期間＞令和９年元旦～２月１５日まで 
＜参加費＞お稚児さんお一人につき１万円 

（衣装一式・手持ち花・記念品他） 
※参加希望の方は、令和９年元旦以降、募集要項・申込書を 
御手洗神社にてお受け取りください。 
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↑御手洗神社公式ホームページや、公式インスタグラム、フェイスブックでも、

ご寄附のご案内を随時発信して参ります。 

<問合せ先> ０９７‐５２０‐１８６３ 
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御
手
洗
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創
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四
十
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念
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一
� 

事
業
内
容
及
び
選
定
理
由 

① 

神
輿
修
復 

こ
れ
ま
で
本
格
的
な
修
復
は
一
度
も
行
な
わ
れ
て
い
な

い
た
め
�
亀
裂
や
損
傷
が
か
な
り
多
く
生
じ
て
い
る
� 

ま
た
�
職
人
激
減
や
資
材
高
騰
に
よ
り
�
費
用
は
今
後
ま

す
ま
す
高
騰
す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
�
こ
の
機
会
に

修
復
を
行
な
い
た
い
�
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
�
た
神
輿
担

ぎ
の
負
担
減
少
の
為
�
少
し
で
も
多
く
の
担
ぎ
手
で
担
げ
る

よ
う
に
�
担
ぎ
棒
を
長
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
� 

 ② 

駐
車
場
整
備 

近
年
�
裏
参
道
鳥
居
周
辺
を
イ
ノ
シ
シ
が
荒
ら
し
�
か
な

り
の
量
の
土
や
岩
石
を
道
路
に
ま
き
散
ら
し
�
後
処
理
に
大

変
苦
慮
し
て
い
る
�
清
掃
管
理
の
面
か
ら
も
�
伸
び
過
ぎ
た

樹
木
は
伐
採
�
剪
定
を
し
て
�
地
面
は
ア
ス
フ
�
ル
ト
化
し
�

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
や
す
い
状
態
に
し
た
い
� 

ま
た
�
駐
車
場
登
り
口
の
傾
斜
が
急
で
あ
る
こ
と
か
ら
�

秋
祭
り
の
山
車
巡
幸
の
際
に
転
倒
事
故
の
恐
れ
が
あ
る
点
�

指
摘
が
あ
�
た
こ
と
も
踏
ま
え
�
登
り
口
の
傾
斜
を
よ
り
緩

や
か
に
す
る
工
事
も
併
せ
て
行
な
い
た
い
� 

 

一
� 

事
業
総
額 

 
 

 

九
六
五
万
円 

平
素
よ
り
当
神
社
護
持
運
営
に
対
し
�
物
心
両
面
に
わ
た
る
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
�
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
� 

当
神
社
は
�
八
幡
総
本
宮
宇
佐
神
宮
よ
り
御
分
霊
を
賜
り
�
寛
治
元
年
�
西
暦
一
〇
八
七
年
�
こ
の
松
岡
の
地
に
鎮
座
致
し
ま
し
た
�

以
来
�
地
域
の
守
り
神
と
し
て
住
民
皆
様
方
か
ら
信
仰
さ
れ
続
け
�
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
令
和
九
年
に
は
�
創
建
九
四
〇
年
を
迎
え
る
事

と
な
り
ま
し
た
� 

近
年
で
は
�
風
鈴
祭
の
実
施
�
月
替
わ
り
ご
朱
印
の
製
作
�
大
分
在
住
画
家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
�
シ
�
ン
な
ど
の
諸
活
動
を
当
神
社
ホ
�

ム
ペ
�
ジ
や
S
N
S
で
発
信
す
る
事
に
よ
り
�
様
々
な
地
域
か
ら
の
ご
参
拝
も
頂
け
る
よ
う
に
な
�
て
参
り
ま
し
た
� 

こ
の
際
�
皆
様
方
に
尚
一
層
清
々
し
く
ご
参
拝
頂
け
る
よ
う
境
内
整
備
を
行
な
い
�
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
神
輿
の
修
復
に
も
着
工
し
�

こ
れ
ら
を
以
て
当
神
社
創
建
九
四
〇
年
の
記
念
事
業
と
致
し
た
く
�
皆
様
の
ご
賛
同
を
頂
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
� 

皆
様
方
に
は
�
経
済
的
な
ご
負
担
を
申
し
上
げ
大
変
恐
縮
に
存
じ
ま
す
が
�
是
非
と
も
趣
旨
ご
賛
同
の
う
え
格
別
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま

す
よ
う
伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
� 
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趣
意
書
�
宮
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拶
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御
手
洗
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社 

宮
司  

豊 

岡 

誠 

一 

山林の減少による食料不足なのか、土

中のミミズ等を狙って毎年数度、イノ

シシが地面を掘り返し、大量の土砂が

道路に落とされる。復旧作業に苦慮し

ている。 

ご奉納から約 150 年経過

した神輿は、これまで大き

な修復の痕跡も無い為、今

回が初の大修復となる。 



令和 7年 9月吉日 
各 位 

御 手 洗 神 社  宮司 豊岡誠一 
創建 940年実行委員会 会長 山口秀樹 

 
創建 940年式年大祭及び記念事業 

ご寄付のお願いについて 
 

１． 式年大祭 
開催日時；令和９年３月１４日（日）午前１１時より 
稚児行列；式年大祭に合わせて行います。 
     募集は令和９年元旦以降にご案内いたします。 
 

２． 記念事業および総事業費 
① 御神輿修復および一部改良 
② 境内駐車場整備および駐車場登り口改修     総事業費９６５万円 

 
３． ご寄付について 

一口 ５，０００円（何口でも可） 
  ※ご寄付返礼品等を大祭終了後にお送りさせて頂きますので、 

寄付者の「ご芳名・ご住所・電話番号」を、FAX及び郵送にて 
お手数ですが神社宛お知らせ願います。 
 

＊賛同いただける場合は、下記振込先にご入金をお願い致します。 
《振込先》 
 金融機関；ゆうちょ銀行 
 口座名称；御手洗神社（ミタライジンジャ） 
 口座番号；（記号）17240（番号）25187311        

 
４． 記念奉納について（個人希望） 
① 木製ぼんぼり（一対）  …３０万円（奉納者名入れ・芳名板名入れ） 
② 吊り灯篭（一灯）    …１５万円（芳名板名入れ） 

以上 

  御手洗神社  〒870‐0125 大分県大分市大字松岡 6000番地 

℡/FAX 097‐520‐1635 



＜記念奉納品一覧＞ 

 
①殿内用木製ぼんぼり（一対） 

 

 
 
 

 
② 吊り灯篭（一灯）   

 
 
 
 
 

① 奉納金 30万円 

（奉納者名入れ・芳名板名入れ） 

② 高さ 120㎝ 

③ 白木製・電飾付き 

④ 拝殿内・本殿内に奉納予定 

奉
納 

御
手
洗 

太
郎 

 

令
和
九
年
三
月
吉
日 

① 奉納金 15万円（芳名板名入れ） 

※吊り灯篭への名入れはできません 

② 高さ 21㎝ 

③ 本金鍍金・電飾付き 

④ 拝殿軒下に奉納予定 

※
奉
納
者
名
入
れ
�
例
� 


